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6 データ品質 

データ製品が保証すべき品質の基準（品質要求）及び品質評価の手法（品質評価手順）を示す。 

 

6.1 データ製品仕様の品質要求 

本データ製品仕様では、3D 都市モデルに対する標準的な品質要求を示す。ユースケースに応じて、より高い品質を要求することがで

きる。 

なお、3D 都市モデルは、都市に関わる様々なデータを格納する基盤としての活用が期待されていることから、標準的な品質要求に示

された適合品質水準を下げることは原則として認めない。 

★ 品質要求及び品質評価手順は、基盤地図情報製品仕様書を参考とし、「標準的」な品質要求及び品質評価手順として作成し

ている。 

★ 3D 都市モデルのユースケースによっては、より高い品質が要求される場合も想定されるため、品質要求を変更することを

許容している。 

★ 一方で、基盤としての活用を考慮し、標準的な品質要求よりも品質を下げることは望ましくないが、原典資料等の状況によ

り更新しながら品質を向上させていく可能性もあることから「原則として」認めないとしている。 

 

6.2 品質評価手順に関する共通事項 

本データ製品仕様では、品質評価手法を以下の 3 種類に大別する。 

 

 全数・自動検査 

 抜取・目視検査 

 抜取検査 

 

このうち、抜取検査を実施する場合、本データ製品仕様書では、抜取方法と合否判定を「地図情報レベル 2500 数値地形図データ作成

のための本データ製品仕様書（案）」[7]を参考に、以下の通り設定する。 

1. 検査ロット 

3D 都市モデル整備対象となる全域 

2. 検査量 

総面積の 2% 

3. 検査単位の抽出方法 

2 分の 1 地域メッシュ （分割地域メッシュ）を検査単位とする。2 分の 1 地域メッシュとは、基準地域メッシュ（第 3 次地域区画）

を経線方向緯線方向に二分割したメッシュ（一辺約 500m）である。 

検査量 2%のうち、1%は監督員による任意抽出とし、残りの 1%は無作為抽出により抽出する。無作為抽出の結果、監督員が既に抽

出した検査単位、検査の対象が含まれない検査単位、市町村境界の外側や海などの白部が含まれる地区が抽出された場合には、隣接

する検査単位を選択する。白部が含まれない検査単位を抽出することが困難な場合には、出来る限り白部の比率が小さい検査単位を

選択する。最小検査単位数は 4 とする。同一の成果に対しては、異なる品質評価項目に対しても原則として同一の検査単位を使用す

る。 

4. アイテム（品質評価の対象）の定義 

個別に規定する。  
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5. 抜取率（母集団からサンプルを抽出する割合） 

検査単位内の全数を対象とする。 

各検査単位を 10×10 サブメッシュ（品質評価手順によっては 2×2）に分割し、サブメッシュ毎に全数を点検する。 

6. 検査方法 

個別に規定する。 

7. 合否判定 

次式により検査単位ごとに誤率を求める。 

 

誤率（%）＝エラーが一つでも含まれるサブメッシュ数／検査単位ごとの全サブメッシュ数×100 

 

検査単位ごとの全サブメッシュ数は 100 に等しく、検査単位の一部に白部が含まれる場合にも 100 として誤率を計算する。 

一つ以上の検査単位で誤率が適合品質水準を超えたら「不合格」とする。不合格となった場合、全般について再点検を行う。再点検

が終了したら、3％の面積に相当する検査単位の抽出を行うものとし、その結果不適合が認められた場合には、さらに 4％の追加実施

を行うか、再作業を行う。 

 

6.3 品質要求及び品質評価手順 

データ製品に対する品質要求及び品質評価手順を示す。 

6.3.1 完全性 

完全性とは、データ集合内の過剰なデータの存在（過剰）とデータ集合内のデータの欠落（漏れ）である。 

No C01 

品質要求 データ製品内に、gml:id が同一となるインスタンスがない。 

品質要素 完全性・過剰 

品質適用範囲 データ製品内の全ての gml:id をもつインスタンス。 

品質評価尺度 
インスタンスに与えられた gml:id と同じ gml:id をもつ他のインスタンスがデータ製品内
に存在しない。 

適合品質水準 エラー数が 0 なら合格、1 以上なら不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．データ製品に含まれる全てのインスタンスについて、gml:id の値が同じインスタンス
の数をエラーとして数える。 

 

No C02：参照データに含まれるデータを分割・統合・追加・削除せずに使用する場合 

品質要求 参照データとインスタンス数が等しい。 

品質要素 完全性・過剰/漏れ 

品質適用範囲 データ集合内の全ての地物型のインスタンス。 

品質評価尺度 参照データと都市モデルに含まれる各地物のインスタンス数が等しい。 

適合品質水準 エラーの数が 0 個の場合に合格。エラーの数が 1 以上の場合は不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1．参照データに含まれるデータ数を、地物型ごとに数える。 
2．都市モデルに含まれるインスタンス数を地物型ごとに数える。 
3．1．と 2．の結果より、地物型ごとに差を計算し、その絶対値の和をエラーの数とす
る。 
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No 
C03：参照データに含まれるデータを分割・統合・追加・削除し使用する場合、または新
規にデータを作成する場合 

品質要求 参照データと比較して過剰・漏れが許容誤差の範囲内である。 

品質要素 完全性・過剰/漏れ 

品質適用範囲 データ集合内の全ての地物型のインスタンス。 

品質評価尺度 

参照データに存在しないのに地物インスタンスが存在する場合、あるいは参照データに存
在するのに地物インスタンスが存在しない場合をエラーとする。1 個以上のエラーが存在
するサブメッシュをエラーサブメッシュとする。 
誤率（％）＝エラーサブメッシュの数／100×100 

適合品質水準 
全ての検査単位の誤率が 10%以下なら合格、10％を超える検査単位が 1 つ以上あれば不
合格。 

品質評価手法 

抜取・目視検査を実施する。 
1．抜取検査手法に従い、検査単位を抽出する。 
2．検査単位の各メッシュを 10×10 のサブメッシュに分割する。 
3．検査単位の範囲について、対象となる全ての地物インスタンスを抽出する。 
4．検査単位ごとに全サブメッシュについて、参照データと 3．とを目視で比較して、ど
ちらかと対応が取れない地物インスタンスがあった場合、そのサブメッシュをエラーとし
て、エラーの存在するサブメッシュ数を数える。 
5．4．の結果より、検査単位ごとに誤率を算出する。 

 

No C-bldg-01 

品質要素 完全性・過剰 

品質適用範囲 bldg:Building 

品質評価尺度 データ製品内に、属性「uro:buildingID」が同一となるインスタンスがない。 

適合品質水準 エラー数が 0 なら合格、1 以上なら不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1．データ製品に含まれる全ての建築物インスタンスについて、属性「uro:buildingID」の値
が同一となるインスタンスを抽出する。 
2．同一の属性「uro:buildingID」の値をもつインスタンス群について、属性
「uro:branchID」又は「uro:partID」をもたないインスタンスが複数存在した場合に、エラー
としてその数を数える。 

 

6.3.2 論理一貫性 

論理一貫性とは、データの構造、属性及び関係に関する論理的規則の遵守の度合いであり、以下の 4 つから構成される。 

 概念一貫性：応用スキーマに一致しているか否か 

 定義域一貫性：定義域に含まれているか否か 

 書式一貫性：XML のフォーマットに従っているか否か 

 位相一貫性：応用スキーマに定義した位相的な特性が正しいか否か 

 

No L01 

品質要素 論理一貫性・書式一貫性 

品質適用範囲 データ製品に含まれる全ての都市モデル（core:CityModel）のインスタンス。 

品質評価尺度 整形式（Well-Formed XML)になっていない箇所数。 

適合品質水準 エラーの箇所数が 0 の場合に合格。エラーの箇所数が 1 以上の場合は不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラム（XML パーサなど）によって、都市モデルの書式が、XML 文書の構
文として正しくない箇所を数える。 

 

No L02 

品質要素 論理一貫性・概念一貫性 

品質適用範囲 データ製品に含まれる全ての都市モデル（core:CityModel）のインスタンス。 

品質評価尺度 妥当（Valid）な XML 文書になっていない箇所数。 

適合品質水準 エラーの箇所数が 0 の場合に合格。エラーの箇所数が 1 以上の場合は不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラム（XML パーサなど）によって、都市モデルに含まれる地物型の構造
が、XMLSchema が規定する構造と合致しない箇所を数える。 
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No L03 

品質要素 論理一貫性・概念一貫性 

品質適用範囲 データ製品に含まれる全ての都市モデル（core:CityModel）のインスタンス。 

品質評価尺度 応用スキーマに定義していない地物型の出現箇所数。 

適合品質水準 エラーの箇所が 0 個の場合に合格。エラーの箇所数が 1 以上の場合は不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、応用スキーマに定義されている地物以外の地物インスタン
スが、都市モデルの子要素として出現する箇所を数える。 

 

No L04 

品質要素 論理一貫性・定義域一貫性 

品質適用範囲 gml:CodeType を型としてもつ地物属性のうち、コードリストを参照している地物属性。 

品質評価尺度 
3D 都市モデルの CityGML 形式データに含まれる、地物属性の要素内の codeSpace 属性
により指定された辞書（コードリストの XML 文書）に定義されていない値となっている
箇所数。  

適合品質水準 エラーの箇所数が 0 の場合に合格。エラーの箇所数が 1 以上の場合は不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1．codeSpace により指定された simpleDictionary 形式のコードリストに定義された全て
のコード値（gml:name により記述）を取得する。 
2．検査プログラムにより、地物属性の値と取得したすべてのコード値との比較を行い、
地物属性の値が、コード値と合致しない箇所を数える。 

 

No L05 

品質要素 論理一貫性・定義域一貫性 

品質適用範囲 全ての都市モデル（core:CityModel）のインスタンス。 

品質評価尺度 
都市モデルに指定された空間参照系の識別子が、製品仕様書で指定された識別子ではな
い。 

適合品質水準 エラーの箇所数が 0 の場合に合格。エラーの箇所数が 1 以上の場合は不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．都市モデルに含まれる gml:Envelope の属性 srsName に記述された空間参照系の URI
が、製品仕様書に示された URI に合致しない箇所を数える。 

 

No L06 

品質要素 論理一貫性・定義域一貫性 

品質適用範囲 全ての幾何オブジェクトのインスタンス。 

品質評価尺度 
幾何オブジェクトインスタンスの座標値に含まれる、緯度、経度、標高が、この幾何オブ
ジェクトインスタンスを含む都市モデル（core:CityModel）の空間範囲に含まれる。 

適合品質水準 
エラーとなる幾何オブジェクトが 0 個の場合に合格。エラーとなる幾何オブジェクトが 1
個以上の場合は不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1． boundedBy に記述された、緯度、経度及び標高の下限値及び上限値を超える座標値を
有する幾何オブジェクトをエラーとする。 

 

No L07 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 全ての gml:LineString のインスタンス 

品質評価尺度 
同一座標または頂点間での距離が近接閾値（0.01m）未満の頂点が連続する、または
gml:LineString のインスタンスを構成する点が 2 点未満のインスタンスをエラーとする。 

適合品質水準 エラーの数が 0 個の場合に合格。1 以上なら不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、対象となる幾何オブジェクトインスタンスごとに、エラー
の数を数える。 
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No L08 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 全ての gml:LineString のインスタンス 

品質評価尺度 
単一インスタンスに始終点以外の「自己交差」または「自己接触」が存在する場合にエラ
ーとする。 

適合品質水準 エラーの数が 0 個の場合に合格。1 以上なら不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、対象となる幾何オブジェクトインスタンスごとに、エラー
の数を数える。 

 

No L09 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 全ての gml:Ring のインスタンス 

品質評価尺度 
全ての gml:Ring のインスタンスの始終点の座標が一致していない、「自己交差」、「自
己接触」、または、始終点以外に重複する座標値が存在するインスタンスをエラーとす
る。 

適合品質水準 エラーの数が 0 個の場合に合格。1 以上なら不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、対象となる幾何オブジェクトインスタンスごとに、エラー
の数を数える。 

 

No L10 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 全ての gml:Polygon 及び gml:_SurfacePatch の下位クラスのインスタンス。 

品質評価尺度 
座標列の向きが不正なインスタンスをエラーとする。外周は反時計回り、内周は時計回り
が正しい。 

適合品質水準 エラーの数が 0 個の場合に合格。1 以上なら不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、対象となる幾何オブジェクトインスタンスごとに、エラー
の数を数える。 

 

No L11 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 LOD1 の地物の空間属性に使用される gml:Polygon のインスタンス。 

品質評価尺度 
gml:Polygon の境界を構成するすべての座標値が同一平面上になければならない。同一平
面上にない座標値が存在するインスタンスをエラーとする。 

適合品質水準 エラーの数が 0 個の場合に合格。1 以上なら不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、対象となる幾何オブジェクトインスタンスごとに、エラー
の数を数える。 

 

No L13 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 LOD2 または LOD3 の空間属性に使用される gml:Polygon のインスタンス。 

品質評価尺度 

gml:Polygon の境界を構成するすべての座標値が同一平面とみなす許容誤差（0.03m）内
に存在しなければならない。同一平面とみなす許容誤差内に存在しない座標値が存在する
インスタンスをエラーとする。 
同一平面とみなす許容誤差は、作成に使用する原典資料や作成方法により異なるため、作
業者が許容誤差案を作成し、監督員の確認を得てから品質評価を実施すること。 

適合品質水準 エラーの数が 0 個の場合に合格。1 以上なら不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、対象となる幾何オブジェクトインスタンスごとに、エラー
の数を数える。 
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No L13 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 内周が存在する gml:Polygon のインスタンス。 

品質評価尺度 

gml:Polygon に内周が存在する場合に、以下に示す条件に 1 つ以上に合致する場合にエラ
ーとする。 
1．内周が外周と交差している。 
2．内周と外周が接することにより、gml:Polygon が 2 つ以上に分割されている。 
3．内周同士が重なったり、包含関係にあったりする。 

適合品質水準 エラーの数が 0 個の場合に合格。1 以上なら不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、対象となる幾何オブジェクトインスタンスごとに、エラー
の数を数える。 

 

No L14 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 全ての gml:Solid のインスタンス。 

品質評価尺度 

gml:Solid を構成する全ての境界面が、以下の条件を満たしていない場合にエラーとす
る。 
1．境界面が自己交差していない。 
2．閉じている。 
3．すべての境界面の向きが立体の外側を向いている。 
4．境界面が立体を分断していてはならない。 
5．境界面が交差してはならない。 

適合品質水準 エラーの数が 0 個の場合に合格。1 以上なら不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、対象となる幾何オブジェクトインスタンスごとに、エラー
の数を数える。 

 

No L15 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 全ての gml:Triangle のインスタンス。 

品質評価尺度 始点と終点が一致する 4 点の座標値から構成されていない場合に、エラーとする。 

適合品質水準 エラーの数が 0 個の場合に合格。1 以上なら不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、対象となる幾何オブジェクトインスタンスごとに、エラー
の数を数える。 

 

No L16 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 全ての gml:TriangulatedSurface 及びこの下位クラスのインスタンス。 

品質評価尺度 gml:TriangulatedSurface の境界が閉じている場合にエラーとする。 

適合品質水準 エラーの数が 0 個の場合に合格。1 以上なら不合格。 

品質評価手法 
全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、対象となる幾何オブジェクトインスタンスごとに、エラー
の数を数える。 

 

No L-bldg-01 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 bldg:Building のインスタンス。 

品質評価尺度 bldg:Building が空間属性として保持する立体（gml:Solid）同士が重ならない。 

適合品質水準 
エラーとなるインスタンスが 0 個の場合に合格。エラーとなる bldg:Building が 1 個以上
の場合は不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1.全てのインスタンスについて、bldg:lod1Solid 及び bldg:lod2Solid により構成される
gml:Solid を抽出する。 
2. 抽出した gml:Solid のうち、重なるべきではない gml:Solid 同士が交差している場合に
エラーとする。 
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No L-bldg-02 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 bldg:BuildingPart をもつ bldg:Building のインスタンス。 

品質評価尺度 
1 つの bldg:Building について、これを構成する bldg:BuildingPart が空間属性として保持
する立体（gml:Solid）同士が離れていない。 

適合品質水準 
エラーとなるインスタンスが 0 個の場合に合格。エラーとなる bldg:Building インスタン
スが 1 個以上の場合は不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1. bldg:BuildingPart をもつ bldg:Building インスタンスを抽出する。 
2. それぞれのインスタンスについて、これを構成する全ての gml:Solid を抽出し、境界面
を共有していない gml:Solid が存在している場合にエラーとする。 

 

No L-bldg-03 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 bldg:Window 及び bldg:Door のインスタンス。 

品質評価尺度 
bldg:_Opening の下位クラスのインスタンスが、これを集約する bldg:_BoundarySurface
の下位クラスのインスタンスに包含されていない場合にエラーとする。 

適合品質水準 
エラーとなる bldg:Window、bldg:Door のインスタンスが 0 個の場合に合格。エラーとな
るインスタンスが 1 個以上の場合は不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1. 開口部（bldg:Window、bldg:Door）の空間属性（gml:MultiSurface）を、これを集約す
る境界面（bldg: _BoundarySurface の下位クラス）の空間属性（gml:MultiSurface）上に
投影する。 
2. 投影された bldg:Window 及び bldg:Door の gml:MultiSurface の一部または全部が境界
面の外側に存在する bldg:Window 及び bldg:Door のインスタンス数を数える。 

 

No L-bldg-04 

品質要素 論理一貫性・概念一貫性 

品質適用範囲 bldg:Building 

品質評価尺度 bldg:Building の用途を示す属性が正しい階層構造を保っている。 

適合品質水準 エラー数が 0 なら合格、1 以上なら不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1．データ製品に含まれる全ての bldg:Building インスタンスについて、属性
「uro:majorUsage2」をもつインスタンスを抽出する。 
2．属性「uro:majorUsage」をもたない場合にエラーとし、その数を数える。 

 

No L-bldg-05 

品質要素 論理一貫性・概念一貫性 

品質適用範囲 bldg:Building 

品質評価尺度 bldg:Building の用途を示す属性が正しい階層構造を保っている。 

適合品質水準 エラー数が 0 なら合格、1 以上なら不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1．データ製品に含まれる全ての建築物インスタンスについて、属性「uro:detailedUsage2」
または「uro:detailedUsage3」をもつインスタンスを抽出する。 
2．属性「uro:detailedUsage2」をもつインスタンスは属性「uro:detailedUsage」を、属性
「uro:detailedUsage3」をもつインスタンスは属性「uro:detailedUsage2」を、それぞれもたな
い場合にエラーとし、その数を数える。 
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No L-frn-01 

品質要素 論理一貫性・概念一貫性 

品質適用範囲 
空間属性として、lod0Geometry, lod1Geometry, lod2Geomatry 又は lod3Geometry をもつ
全ての地物型のインスタンス。 

品質評価尺度 
空間属性により保持または参照する幾何オブジェクトの型が、応用スキーマ文書で指定さ
れた幾何オブジェクト（gml:MultiSurface 又は gml:Solid）ではないインスタンスの個
数。 

適合品質水準 エラーの箇所が 0 個の場合に合格。エラーの箇所数が 1 以上の場合は不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、対象となるインスタンスを検索する。 
2．検索されたインスタンスの空間属性の型が、応用スキーマ文書と合致しないインスタ
ンスを数える。 

 
No L-tran-01 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 tran:Road、tran:TrafficArea、tran:AuxiliaryTrafficArea 

品質評価尺度 
延長方向に連続するインスタンスの空間属性（tran:lod2MultiSurface 及び
tran:lod3MultiSurface）が、境界線を共有していない場合をエラーとする。 

適合品質水準 
エラーとなるインスタンスが 0 個の場合に合格。エラーとなるインスタンスが 1 個以上の
場合は不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
同一の地物型かつ同一の LOD で記述されている空間属性に対して実施する。 
1. 道路の延長方向に連続する全ての同一の地物型かつ同一の LOD の空間属性をもつペア
を抽出する。 
2. 全てのインスタンスのペアについて、“境界線で接する”、”離れている”のいずれにも該
当しないオブジェクトのペアの数を数える。 

 
No L-tran-02 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 tran:TrafficArea、tran:AuxiliaryTrafficArea 

品質評価尺度 

同一の道路インスタンスに含まれる交通領域及び交通補助領域の空間属性
（tran:lod2MultiSurface 及び tran:lod3MultiSurface）は、境界線を共有するか、又は、離
れているかのいずれかであり、それ以外の場合にエラーとする。 
ただし、以下は例外とする。 
・中央帯と分離帯（分離帯は中央帯に含まれる場合がある。） 
・中央帯と側帯（側帯は中央帯に含まれる場合がある。） 
・路肩と側帯（側帯は路肩に含まれる場合がある。） 

適合品質水準 
エラーとなるインスタンスが 0 個の場合に合格。エラーとなるインスタンスが 1 個以上の
場合は不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
同一の LOD で記述されている空間属性に対して実施する。 
1. 対象となる地物の全インスタンスのペアを抽出する。 
2. 全てのインスタンスのペアについて、“境界線で接する”に該当しないインスタンスの数
を数える。 

 
No L-tran-03 

品質要素 論理一貫性・位相一貫性 

品質適用範囲 tran:Road、tran:TrafficArea、tran:AuxiliaryTrafficArea 

品質評価尺度 

tran:Road インスタンスに含まれる tran:TrafficArea インスタンス及び
tran:AuxiliaryTrafficArea インスタンスの空間属性（tran:lod2MultiSurface 及び
tran:lod3MultiSurface）に含まれる全ての MultiSurface を道路インスタンスが参照してい
ない場合にエラーとする。 

適合品質水準 
エラーとなるインスタンスが 0 個の場合に合格。エラーとなるインスタンスが 1 個以上の
場合は不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1. 対象となる地物の全インスタンス数を数える。 
2. 全てのインスタンスのペアについて、“境界線で接する”に該当しないインスタンスの数
を数える。 
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6.3.3 位置正確度 

位置正確度とは、空間参照系内の地物の位置の正確さのことである。本データ製品仕様書では、位置正確度として、報告された座標値

と採択された値又は真とみなす値との近さを示す絶対正確度（外部正確度とも呼ぶ）を採用する。 

本データ製品仕様では、データ製品が満たすべき位置正確度として、地図情報レベル 2500 を適用することを基本とする。 

ユースケースに応じて、位置正確度の適合品質水準は変更してもよい。ただし、変更に当たっては作業規程の準則に定義される地図情

報レベルに従い決定すること。また、このレベルは地物型ごとに替えてよい。 

 

表 6-1 地物一覧 

定義する地物 
水平精度 

（標準偏差（m）） 

垂直精度 

（標準偏差（m）） 
座標値の

次元 
地物 適用対象 500 1000 2500 500 1000 2500 

建築物 広域で建物表現を行う場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

  

建築物部分 1 つの建物が高層階と低層階に分かれているような場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

建築物付属物 屋外の階段やバルコニー、ペデストリアンデッキなど必要な場合  0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

屋根面 建物外形の細部が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

壁面 建物外形の細部が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

接地面 建物外形の細部が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

外部床面 建物外形の細部が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

外部天井面 建物外形の細部が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

閉鎖面 建物外形の細部が必要な場合、建物以外でも開口部を閉じたい場合  0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

窓 建物外形の細部が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

扉 建物外形の細部が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

部屋 屋内空間の細部が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

屋内設備 屋内空間の細部が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

屋内付属物 屋内空間の細部が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 3D 

階層 屋内空間の階層が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

屋内ネットワーク 屋内ナビゲーションが必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

都市設備 道路標識や信号機、デジタルサイネージ等 の付属物を表現する場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

汎用都市オブジェクト CityGML に定義されていない地物を作成したい場合 0.25 0.70 1.75 － － － 2D 

 土砂災害警戒区域 土砂災害警戒区域を表現する場合 0.25 0.70 1.75 － － － 2D 

土地利用 土地の利用の状態および仕方を表現する場合 0.25 0.70 1.75 － － － 2D 

地形 地形の凹凸を表現する場合 － － － 0.50 0.50 1.00 3D 

  
TINRelief 三角形の集まりにより地形の起伏を表現する場合 － － － 0.50 0.50 1.00 3D 

MassPointRelief 点の集まりにより地形の起伏を表現する場合 － － － 0.50 0.50 1.00 3D 

道路 一般交通の用に供する場所を表現する場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

  

交通領域 道路内の車両や人が通行できる領域が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

交通補助領域 道路内の車両や人が通行できない領域が必要な場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

道路要素 舗装等の路面にかかわる情報が必要な場合 － － － － － － 2D/3D 

線形 平面線形、縦断線形等の細部が必要な場合 － － － － － － 2D/3D 

交通ネットワーク 屋外ナビゲーションが必要な場合 － － － － － － 2D/3D 

植生               2D/3D 

  

単独木 １本１本の独立した樹木を表現する場合 0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

植被 
木立や茂み、地被のように、１本１本の木でなく、植栽がまとまって

いる範囲を表現する場合 
0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

水部 
河川や湖沼等のように陸地内に存在する部分や海及び洪水浸水想定・

津波浸水想定・高潮浸水想定・内水浸水想定区域を表現する場合  
0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

都市計画決定情報        2D 

 

都市計画 都市計画制度において指定された区域を表現する場合 0.25 0.70 1.75 － － － 2D 

行政区域 市区町村の境界により構成された区域を表現する場合 0.25 0.70 1.75 － － － 2D 

区域区分/地域地区 
市街化区域・市街化調整区域、用途地域等の都市計画制度において指

定された区域を表現する場合 
0.25 0.70 1.75 － － － 2D 

橋梁 
道路や鉄道、水路などの上方を横断するために設けられる構造物を表

現する場合 
0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

トンネル 2 地点間の通行を目的として設けられる地下の空間を表現する場合  0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 

地下埋設物 
地面の下に埋まっている上下水道、電力、ガス等の管路及び設備を表

現する場合 
0.25 0.70 1.75 0.25 0.33 0.66 2D/3D 
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 地図情報レベル 2500 の場合の位置正確度 

No P01： 

品質要素 位置正確度・絶対正確度 

品質適用範囲 点群や画像からの図化により取得した、データ集合内の全ての地物型のインスタンス。 

品質評価尺度 

データ集合内の位置の座標と、より正確度の高い参照データである点検測量成果の座標と
の誤差の標準偏差を計算する。また、誤差の母平均は 0 とする。 
ただし、データ品質属性の「幾何属性作成方法」の値が「0（推定）」となるインスタン
スは検査対象としない。 

適合品質水準 
全ての 250m サブメッシュについて、水平位置の標準偏差が、水平距離 1.75m 以内であ
れば、”合格”、1.75m を超えれば不合格。 

品質評価手法 

抜取検査を実施する。 
１．抜取検査手法に従い検査単位を抽出する。 
２．検査単位の各メッシュを 2×2 の 250m サブメッシュに分割する。 
３．検査単位に含まれるデータ（地物インスタンス）を表示又は出力する。 
４．250m サブメッシュごとに明瞭な地物から 21 辺以上（2 点以上／辺）を抽出する。 
５．抽出した地物の点について、データ集合上の位置座標を測定する。 
６．抽出した地物の点に対応する現地（又は現地とみなす資料）の点検測量成果を取得す
る。 
７．５．及び６．より、誤差の標準偏差を計算する。 

 

No P02 

品質要素 位置正確度・外部正確度 

品質適用範囲 
点群や画像からの図化により取得した、データ集合内の全ての地物型のインスタンス。 
ただし、地形（dem:ReliefFeature）は除く。 

品質評価尺度 

データ集合内の位置の座標と、より正確度の高い参照データである水準測量成果の座標と
の誤差の標準偏差を計算する。また、誤差の母平均は 0 とする。 
ただし、データ品質属性の「幾何属性作成方法」の値が「0（推定）」となるインスタン
スは検査対象としない。 

適合品質水準 
全ての 250m サブメッシュ別に、標準偏差が 0.66m 以内であれば“合格、0.66m を超えれ
ば不合格 

品質評価手法 

抜取検査を実施する。 
１．抜取検査手法に従い検査単位を抽出する。 
２．検査単位の各メッシュを 2×2 の 250m サブメッシュに分割する。 
３．検査単位に含まれるデータ（地物インスタンス）を表示又は出力する。 
４．250m サブメッシュごとに明瞭な地物から 21 辺以上（2 点以上／辺）を抽出する。 
５．抽出した地物の点について、データ集合上の位置座標を測定する。 
６．抽出した地物の点に対応する現地（又は現地とみなす資料）の水準測量成果を取得す
る。 
７．５．及び６．より、誤差の標準偏差を計算する。 

 

No P03 

品質要素 位置正確度・外部正確度 

品質適用範囲 
GIS データからの変換により取得した、データ集合内の全ての地物型のインスタンス。 
ただし、地形（dem:ReliefFeature）は除く。 

品質評価尺度 
「データ集合内の座標」と「原典資料の座標」との誤差の標準偏差を計算する。 
ただし、原典資料は地図情報レベル 2500 の要件を満たしているものとする。また、誤差
の母平均は 0 とする。 

適合品質水準 全ての 250m サブメッシュ別に、標準偏差が 0m であれば“合格、0m を超えれば不合格 

品質評価手法 

抜取検査を実施する。 
１．抜取検査手法に従い検査単位を抽出する。 
２．検査単位の各メッシュを 2×2 の 250m サブメッシュに分割する。 
３．検査単位に含まれるデータ（地物インスタンス）を表示又は出力する。 
４．250m サブメッシュごとに他の地物との関係から位置が明確な点を 10 点以上抽出す
る。 
５．抽出した点について、データ集合上のインスタンスの座標値を取得する。 
６．原典資料を用いて、５．で抽出した地物の点の座標値を取得する。 
７．５．及び６．より、250m サブメッシュ毎に誤差の標準偏差を計算する。 
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No P04 

品質要素 位置正確度・外部正確度 

品質適用範囲 既成図数値化により取得した、データ集合内の全ての地物型のインスタンス。 

品質評価尺度 

「データ集合内の水平位置の座標」と「データ取得時に使用した原典資料を用いて図化し
たデータ集合内の水平位置の座標」との誤差の標準偏差を計算する。 
ただし、原典資料は地図情報レベル 2500 の要件を満たしているものとする。また、誤差
の母平均は 0 とする。 

適合品質水準 
全ての 250m サブメッシュについて、図上の水平位置の標準偏差が 0.3mm 以内であれば
“合格、0.3mm を超えれば不合格。 

品質評価手法 

既成図の図郭四隅の残存誤差を計測し、図郭四隅の残存誤差が 0.2mm 以内であれば、以
降の手順に従い、地物の空間属性の誤差の標準偏差を計測する。 
抜取検査を実施する。 
１．抜取検査手法に従い検査単位を抽出する。 
２．検査単位の各メッシュを 2×2 の 250m サブメッシュに分割する。 
３．検査単位に含まれるデータ（地物インスタンス）を表示又は出力する。 
４．250m サブメッシュごとに明瞭な地物から 21 辺以上（2 点以上／辺）を抽出する。 
５．抽出した地物の点について、データ集合上の位置座標を測定する。 
６．抽出した地物の点に対応する既成図上の座標を測定する。 
７．５．及び６．より、250m サブメッシュ毎に誤差の標準偏差を計算する。 

 

 地図情報レベル 1000 又は地図情報レベル 500 の場合の位置正確度 

地図情報レベルを変更する場合は、適合品質水準を下表に従い変更する。 

図化を行う場合： 

 

表 6-1 新規測量における数値地形図データの位置精度及び地図情報レベル（作業規程の準則第 106 条） 

地図情報レベル 水平位置の標準偏差 標高の標準偏差 

500 0.25m 以内 0.25m 以内 

1000 0.70m 以内 0.33m 以内 

 

GIS データからの変換を行う場合及び既成図数値化を行う場合：適合品質水準は地図情報レベル 2500 の場合と同様とする。

ただし、原典資料は変更した地図情報レベルの要件を満たさなければならない。 

 

 地形の位置正確度 

No P-dem-01 

品質要素 位置正確度・外部正確度 

品質適用範囲 dem:ReliefFeature 

品質評価尺度 

データ集合内の位置の座標と、より正確度の高い参照データである水準測量成果の座標と
の誤差の標準偏差を計算する。また、誤差の母平均は 0 とする。 
ただし、データ品質属性の「幾何属性作成方法」の値が「0（推定）」となるインスタン
スは検査対象としない。 

適合品質水準 
全ての 250m サブメッシュ別に、標準偏差が 0.7m 以内であれば“合格、0.7m を超えれば
不合格 

品質評価手法 

抜取検査を実施する。 
１．抜取検査手法に従い検査単位を抽出する。 
２．検査単位の各メッシュを 2×2 の 250m サブメッシュに分割する。 
３．検査単位に含まれるデータ（地物インスタンス）を表示又は出力する。 
４．250m サブメッシュごとに明瞭な地物から 21 辺以上（2 点以上／辺）を抽出する。 
５．抽出した地物の点について、データ集合上の位置座標を測定する。 
６．抽出した地物の点に対応する現地（又は現地とみなす資料）の水準測量成果を取得す
る。 
７．５．及び６．より、誤差の標準偏差を計算する。 
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6.3.4 時間正確度 

CityGML では、時間オブジェクトを定義する時間スキーマ（ISO19108）を使用していないことから、本データ製品仕様書でも時間ス

キーマは使用していない。そのため、時間正確度は本標準仕様書では対象外とする。 

なお、年や日付の値が設定された地物属性は主題正確度による品質要求を行い、参照データとの比較による品質評価手法を示す。 

 

6.3.5 主題正確度 

主題正確度は、定量的属性の正確度、非定量的属性、地物分類及び地物間関係の正しさである。 

なお、定量的属性とは、長さや大きさなど、値が大小関係のある数値となる属性である。また、非定量的属性とは文字列やコードのよ

うな値の大小関係がない属性である。 

 

No T01 

品質要素 主題正確度・非定量的主題属性の正しさ 

品質適用範囲 非定量的主題属性をもつ全ての地物型のインスタンス。 

品質評価尺度 

インスタンスに設定された地物属性のうち、型が xs:string、gml:CodeType、xs:boolean、
xs:date、xs:gYear、gml:MeasureOrNullListType または、gml:StringOrRefType となる主
題属性について、設定された値が参照データの属性値と一致しないインスタンスをエラー
インスタンスとする。 

適合品質水準 エラーの箇所が 0 個の場合に合格。エラーの箇所数が 1 以上の場合は不合格。 

品質評価手法 

抜取検査を実施する。 
1．抜取検査手法に従い、検査単位を抽出する。 
2．検査単位の各メッシュを 10×10 のサブメッシュに分割する。 
3．検査単位の範囲について、属性値が識別できるようにインスタンスを表示または出力
する。 
4．検査単位ごとに全サブメッシュについて、参照データと 3．とを比較し、サブメッシ
ュに含まれるすべてのインスタンスの値が妥当であるかを確認する。 

 

No T02 

品質要素 主題正確度・定量的主題属性の正しさ 

品質適用範囲 定量的主題属性をもつ全ての地物型のインスタンス。 

品質評価尺度 

インスタンスに設定された地物属性のうち、型が xs:integer、xs:nonNegativeInteger、 
xs:double、gml:MeasureType、gml:LengthType または gml:MeasureOrNullListType とな
る主題属性について、設定された値が参照データの属性値と一致しないインスタンスをエ
ラーとする。 

適合品質水準 エラーの箇所が 0 個の場合に合格。エラーの箇所数が 1 以上の場合は不合格。 

品質評価手法 

抜取検査を実施する。 
1．抜取検査手法に従い、検査単位を抽出する。 
2．検査単位の各メッシュを 10×10 のサブメッシュに分割する。 
3．検査単位の範囲について、属性値が識別できるようにインスタンスを表示または出力
する。 
4．検査単位ごとに全サブメッシュについて、参照データと 3．とを比較し、サブメッシ
ュに含まれるすべてのインスタンスの値が妥当であるかを確認する。 

 

No T03 

品質要素 主題正確度・分類の正しさ 

品質適用範囲 
地物関連（幾何オブジェクトへの参照を含む）のうち、gml:id の参照により実装されてい
るすべてのインスタンス。 

品質評価尺度 
地物関連により参照される gml:id をもつインスタンスの型が、応用スキーマの中で指定
された関連相手先の型と一致しない箇所の出現回数 

適合品質水準 エラーの箇所が 0 個の場合に合格。エラーの箇所数が 1 以上の場合は不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、xlink:href 属性により参照された gml:id をもつインスタン
スを検索する。 
2．検索されたインスタンスの型が、応用スキーマで定義された関連相手先となる地物型
または幾何オブジェクト型と合致しないインスタンスを数える。 
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No T-bldg-01 

品質要素 主題正確度・分類の正しさ 

品質適用範囲 
以下の地物型のインスタンス： 
bldg:RoofSurface, bldg:WallSurface, bldg:GroundSurface, bldg:OuterFloorSurface, 
bldg:OuterCeilingSurface, bldg:ClosureSurface 

品質評価尺度 
建築物及び建築物部分を構成する境界面が、正しく区分されていないインスタンスをエラ
ーとする。エラーが 1 つ以上存在するサブメッシュをエラーサブメッシュとする。 
誤率（％）＝エラーサブメッシュの数／検査単位毎の全サブメッシュ数×100 

適合品質水準 
全ての検査単位の誤率が 10%以下なら合格、10%を超える検査単位が 1 つ以上あれば不
合格。 

品質評価手法 

抜取検査を実施する。 
1．抜取検査手法に従い、検査単位を抽出する。 
2．検査単位の各メッシュを 10×10 のサブメッシュに分割する。 
3．検査単位の範囲について、建築物及び建築物部分を構成する境界面が識別できるよう
にインスタンスを表示または出力する。 
4．検査単位ごとに全サブメッシュについて、参照データと 3．とを比較し、サブメッシ
ュに含まれるすべてのインスタンスの境界面が妥当であるかを確認する。 
5．確認の結果、妥当ではないインスタンスが一つでも存在するサブメッシュをエラーと
して、エラーの存在するサブメッシュ数を数える。 
6．5．の結果より、検査単位ごとに誤率を算出する。 

 

No T-bldg-02 

品質要素 主題正確度・分類の正しさ 

品質適用範囲 全ての bldg:BuildingInstallation のインスタンス。 

品質評価尺度 
bldg:lod2Geometry 又は bldg:lod3Geometry により保持または参照する幾何オブジェクト
の型が、gml:MultiSurface または gml:Solid ではないインスタンスの個数。 

適合品質水準 エラーの箇所が 0 個の場合に合格。エラーの箇所数が 1 以上の場合は不合格。 

品質評価手法 

全数・自動検査を実施する。 
1．検査プログラムによって、建築物付属物のインスタンスのうち、bldg:lod2Geometry
により保持または参照する幾何オブジェクトの型が、gml:MultiSurface または gml:Solid
と合致しないインスタンスを数える。 

 

6.4 品質向上に関する共通事項 

都市の 3D デジタルマップは、都が一括でデータ整備するだけでなく、継続的なデータ更新（一括または部分的）や、民間データを活

用した高精度化も視野に入れている。そのため、特に位置正確度については、行政地図として一般的な地図情報レベル 2500 の品質要求

だけでなく、地図情報レベル 1000、500 も含めた整理を行っているが、更に民間建築物の BIM やインフラアセットの CIM、地上計測に

より取得・作成した地物については、地図情報レベル 500 以上の精度のものも出てくることが予想される。このような場合には、持続可

能性等の観点で費用対効果も考慮しつつ、より品質の高いデータを取り込んでいくことを基本的な考え方とする。 

 

  


